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金属探知機を用いた吹付モルタル内の
ラス金網探査

有限会社太田ジオリサーチ 美馬 健二

シーズその１

金属探査機による吹付モルタル内のラス金網探査状況
み ま

ニーズの再確認

金属探知機を提案する。

＜ラス網調査の留意点＞
①ラス網の有無が職員でも簡単に調査できること。
②ラス網については有無のみであり、深度は不要であること。
③仮設が不要であること。
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金属探知機の概要
金属探知機とは、電磁誘導を利用して金属の有無を探知する機器である。

不発弾、空港での持ち物検査、埋設管等の探査に用いられる。

ブザーが鳴った場合 →金属あり
ブザーが鳴らなかった場合 →金属無し

極めて単純なしくみであり、金属
の有無がその場ですぐ判断できる。

＜長所＞

探査状況

＜短所＞

・ラス金網が設置されている深度が分からない。
・モルタル吹付背面の空洞が分からない。

原理 金属探知機

問題点

通常、ラス金網は、線径2.0mm、網目50mmが用いられる。金属の
量としては、不発弾や埋設管に比べて著しく少ない。

このような環境で、金属が探知できるかどうかが課題であった。

ラス金網を埋設したモルタルとラス金網が無いモルタル模型を作製し、
金属探知機でラス金網の有無が探知できるか実験した結果、
深度15cmまでは、ラス金網の有無が数秒で確実に判定できることが
分かった。
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ラス金網無し
モルタル厚10cm

ラス金網有り
モルタル厚10cm モルタル厚15cm モルタル厚20cm

ラス金網探査の実験動画

モルタル吹付内のラス金網の位置

モルタル（コンクリート）の最大吹付厚を20cmと仮定
すれば、探査深度は10cmで概ね調査が可能である。

神戸市標準図
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金属探知機による調査のコスト

安価なため、道路防災点検の作業に組み込む方法もあると考えられる。

【1法面当たりの費用】
地質調査員の技術者単価27,200円/日とすると、
27,200円／14法面≒2,000円/法面
＜条件＞
・測定位置は、道路面または小段からの高さ7m以下の地点。
・足場設置、ロープアクセス、障害物の撤去、伐採等は除く。

・計画準備、現地踏査、打合せ、報告書作成、旅費交通費、諸経
費等は別途費用とする。
・1日の移動範囲を5kmとした場合。

一次元表面波探査を用いたモルタル
吹付背面の地山強度測定

有限会社太田ジオリサーチ 美馬 健二

シーズその２

み ま
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モルタル吹付の背面はなぜ空洞化するのか？

空洞化しているモルタル吹付斜面の地山は、土砂状まで風化している可能性
があり、今後崩壊する恐れがある。

モルタル吹付斜面の崩壊事例

崩壊面は、土砂状地盤に見える。
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モルタル吹付をしても岩盤は風化する根拠

保護工種別風化量の経時変化

密閉型：モルタル吹付
抗土圧型：擁壁

P波の伝達時間が遅い
（地盤が軟らかい）

P波の伝達時間が速い
（地盤が硬い）

奥園誠之：切取斜面の設計から維持管理まで，鹿島出版，1983.引用

モルタル吹付をして
も地山は風化する。

地山の風化度合を調査すべきである。

一次元表面波探査の提案

事前確認として、地山は、S波速度がいくらに
なったら崩壊するのかを把握したい。

一次元表面波探査実施状況

実際に崩壊したモルタル吹付斜面のすぐ横で、
一次元表面波探査を実施した。

崩壊部

モルタル吹付斜面における一次元表面
波探査の測定模式図

一次元表面波探査は深度別のS波速度を求める
ことができる。S波速度はN値との相関がある。
また、数分で調査ができることが特徴である。

※詳細は以下参照。
美馬健二・川浪聖志,一次元表面波探査を用いたモルタル吹付背面の地山強度測定,日本地すべり学会関西支部会誌らんどすらいど,2021
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モルタル吹付斜面のすぐ横で、一次元表面波探査を
実施した結果

表面波の位相速度解析図

S波速度Vs=309m/s
S波速度構造図

換算N値40

S波速度Vs=300m/s程度（土砂相当）で崩壊する可能性があることが分かった。

換算式
Vs≒97.0N0.314

土砂相当と判断できる。

実証実験

A.モルタル吹付に変状の無い斜面 B.モルタル吹付にひび割れが生じている斜面

Vs=446m/s

Vs=310m/s

Vs≒300m/sで崩壊した事例があるため、
Bの斜面は崩壊する可能性もある。
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一次元表面波探査のコスト

【測定1回当たりの費用】
一次元表面波探査 税抜21,000円（解析費込み）
＜条件＞
・測定位置は、平坦地からの崖の高さ3m以下の地点。
・足場設置、ロープアクセス、障害物の撤去、伐採等は除く。

・計画準備、現地踏査、打合せ、報告書作成、旅費交通費、諸経費等は別途費
用とする。
・1日の移動範囲を5kmとした場合。


